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（
質
問
の 

一
〇
） 

答

弁

第

一

〇

号 

   

衆
議
院
議
員
小
沢
貞
孝
君
提
出
国
鉄
自
動
車
部
門
運
営
の
合
理
化
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
六
第
一
〇
号 

昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
一
日 

衆

議

院

議

長 
福 

田 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

鈴 

木 

善 

幸 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
小
沢
貞
孝
君
提
出
国
鉄
自
動
車
部
門
運
営
の
合
理
化
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て 

日
本
国
有
鉄
道
の
経
営
改
善
計
画
に
お
い
て
は
、
自
動
車
部
門
の
経
営
改
善
の
目
標
と
し
て
、
地
方
バ
ス
補 

助
対
象
系
統
等
よ
り
生
ず
る
欠
損
を
除
い
て
昭
和
六
十
年
度
に
自
動
車
部
門
固
有
の
経
費
で
収
支
均
衡
を
図
る 

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
年
度
ご
と
の
個
別
具
体
的
施
策
は
輸
送
需
要
の
動
向
等
を
勘 

案
し
つ
つ
弾
力
的
に
講
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
年
次
別
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な 

が
ら
、
前
述
の
目
標
を
達
成
す
る
上
で
、
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
昭
和
六
十
年
度
ま
で
に
、
ワ
ン
マ
ン
化
率 

を
約
九
割
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
等
に
よ
り
自
動
車
関
係
職
員
の
一
人
当
た
り
輸
送
量
（
人
キ
ロ
）
を
約
四
割
向
上 

さ
せ
る
と
と
も
に
、
走
行
キ
ロ
を
路
線
の
再
編
成
等
に
よ
り
約
八
百
万
キ
ロ
削
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
ほ 



こ
ろ
で
あ
り
、
適
時
適
切
な
改
定
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
に
係
る
自
動
車
部 

右
答
弁
す
る
。 

か
、
運
賃
に
つ
い
て
は
、
路
線
の
存
す
る
地
域
ご
と
に
民
間
事
業
者
の
運
賃
を
考
慮
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と 

門
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
明
ら
か
と
な
る
会
計
処
理
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四 

 




